
１ 研究テーマ 
  本校における ICT 環境はハード面では大変

整っており，教員，生徒ともに日常的に使用し

ている。教員用の電子黒板等大型提示装置は各

階に 1 台以上備えられており，デジタル教科書

を写して内容を確認したり学習プリントを写

して書き込みをしたりなど，日々の授業を行う

上で欠かせない。生徒は，インターネットによ

る調べもの，配付プリントやプレゼン資料の作

成，動画の撮影などにコンピュータやタブレッ

トを使用している。しかし，使用されている内

容は前述のように決まったことのみで，せっか

くのハード面での充実を限られた使い方でし

か使用していないことで ICT のよさを十分に

生かし切れていないと日々感じている。 
  また，日々授業を行っている中で生徒の課題

であると感じていることとして，他者と積極的

にかかわりが持てないことで自らの考えを深

めることができず，自分の言葉で表現すること

のできない生徒が少なくないという現状があ

げられる。 
特に，自らの考えを表現することが苦手な A

児は，観察・実験の結果などをもとにして自分

の思いを言葉にしたり文字にしたりすること

が極めて困難な生徒である。自分から意見交換

に臨むことも難しいため，他者の意見を書き写

させてもらい，それを参考に自分の考えを表現

したりすることができない場面が多く見られ

る。 
また，B 児は，書くことが苦手な生徒である。

理科の授業では挙手・発言をする場面も見られ，

比較的関心や意欲の高い教科であと考えられ

るが，自分で学習を進めていくことは難しい状

況である。その理由として，観察・実験結果か

らの考察や本時の振り返りを記入する場面で，

プリントへの記入などができていない部分が

大きい。また，記入できていても文字が大きく，

罫線や枠からはみ出てしまったりきちんとし

た記録が残っていなかったりといったことが

あるため，プリントを見返しても何もわからな

いなどという場面がたびたびあった。 
以上のようなことから，これまでの ICT の使

用を基盤として，ネットワークなどのサイバー

スペースや効果的な学習用ツールを利用して

主体性を高めるとともに，他者の考えを取り入

れて対話的に自身の考察を確立したり深めた

りすることで，学びにつなげることができれば

と考えた。 
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＜研究の概要＞ 
 本研究では，多くの生徒の主体的で対話的な学びを実現させるため，ネットワークなどのサイバ

ースペースや効果的な学習用ツールを活用するなどした汎用性の高い ICTの活用方法について考察

した。 
 今年度は，校内サーバを使用して主に実験データを集約したり確認したりすることによるサーバ

上での対話的な学習とサーバ上にあるデータファイルを使った振り返りの蓄積についての実践を行

った。その結果，コミュニケーションを苦手としている生徒がサーバの実験データを自ら確認しな

がら学習を進めることができていた。また，振り返りについては，手書きを苦手としている生徒が

進んで書き込みを行うことができており，これまでの振り返りを見返すことができるようになって

いた。生徒が ICT により主体的に取り組み，またサーバ上で情報を集約や共有することで効果的に

学びを進められることが確かめられた有用性の高い実践であった。 



２ 研究の視点 
(1) 積極的な意見交換につなげるための ICT
ソフトの活用 

(2) 振り返りの蓄積 
 
３ 研究の方法と計画 

(1) 視点１について 
例えば理科の授業で，たくさんのものをい

ろいろな物質の性質から分類する実験のよ

うな場合は，１つのグループでいくつもの品

目を何通りもの方法で調べる必要があり，大

変時間がかかる。そのような場合に，しばし

ばジグソー法のようなやり方が用いられる

ことがある。グループで調べる品目や項目ご

とに担当を分け，他のグループとの意見の交

換によって全体の結果を明らかにし考察し

ていく方法である。意見集約に有効な方法の

一つではあるが，自己表現や他者との意見交

換が苦手な生徒は，結果すら得られずに終わ

ってしまう。多くの意見を取り入れて見聞を

広めたり，自身の考察を深めたり確かなもの

にしたりする場面で，より積極的な情報収集

や意見交換ができるようになるために，ネッ

トワークなどのサイバースペースやそれを

利用した学習用ツールを活用できればと考

えた。 
(2) 視点２について 

   授業や単元の振り返りをさせる場合，現在

は紙ベースで書かせるパターンが多い。これ

だと，用紙の準備や配付，回収に時間がかか

ったり，せっかくの積み上げを振り返る機会

が少なかったりする。これに ICT を利用でき

ればと考えている。記録したものをデータと

して蓄積しすぐに見られるようにすること

で，その単元における重要点を繰り返し目に

するとともに，自己の変容にも目を向けやす

くなる。これにより，知識の定着やその後の

効果的な学習につなげることができるよう

になるのではないかと考えている。書くこと

が苦手な生徒にも ICT 機器を使用すること

で積極的な記録を望むことができる。 
 

４ 研究の実践 
(1) 実践１ 

  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 

１年理科 単元２ 物質のすがた 
「金属の性質」 

(イ) 本時の目標 
金属に共通している性質について，さ

まざまな実験データをもとに考察し説

明することができる。 
(ウ) ICT の活用について 

各班で得られた実験データの集約を

校内サーバ上で行った。完成したファイ

ルを電子黒板に映し出して全体で確認

したり個人で校内サーバにアクセスし

てコンピュータの画面上で見たりでき

るようにした。 
イ 子供の学びの姿 

    「金属に共通な性質にはどのようなもの

があるか？」という課題のもと，各班で決

まった品目 1 種類（金属製品 or 非金属製

品）についてのさまざまな性質（磁石につ

くか，電流が流れるかなど）を調べ，それ

らのデータを集約することで金属全体に

共通する性質を見いだす実験を行った。 
一つひとつの結果を集約したデータが

課題解決のポイントになるため，正確なデ

ータを挙げようという思いが，真剣に実験

に取り組む姿勢や ICT を通した積極的な

話し合い，教え合いにつながっていたよう

すだった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
   集約されたデータをもとに，金属に共通

している性質について考察する場面では，

まず個人で入力された実験データをコン

ピュータ画面を通して見ながら考えるこ

とができていた。また，集約された全く同

じ実験データを見ながら考察しているた

め，グループでの話し合いにも齟齬が生じ

にくくスムーズに意見を出し合いながら

進めることができていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
    A 児については，実験データの集約を校

内サーバ上で行ったことで，これまでのジ

グソー法を使った実験データの集約のネ

ックとなっていた「他の班のデータを集め

て結果をまとめる」という活動の大幅な時

間短縮ができた。これによってその分の時

間を考察に充てることができ，班の仲間と

協力しながら自身の考察を記入すること

ができていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 実践２ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     １年理科 単元２ 物質のすがた 
     「似ている物質を区別する方法」など 
   (イ) 本時の目標 

ガスバーナーの仕組みと使用手順を

理解し，正しく安全な使い方を身に付け

ることができる。 
(ウ) ICT の活用について 

単元や本時の振り返りを校内サーバ

上の個人ファイルにデータとして残せ

るようにして，記載することへのハード

ルを下げるとともに，さらにこれまでの

振り返りを蓄積し，見返すことができる

ようにした。 
イ 子供の学びの姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
理科の授業で，校内サーバ上に「理科振

り返りシート」という文字入力ファイルを

個人ごとにつくり，それに授業や単元の振

り返りをデータでそれぞれ入力させた。そ

の際に「振り返りの視点」を提示して記入

すべきことを明確に，かつポイントがぶれ

ないようにするとともに，ファイルを上書

きしていくことによって自己の変容がわ

かるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 

 



自己表現が苦手な A 児は，振り返る際の

視点を与えたことに加え，記録に ICT 機器

を使用したことによって，手書きでの入力

と比較して取り組みへのハードルが下が

った様子で，すぐ入力に向かうことができ

ていた。また，「今後ガスバーナーを使用

するうえで大切だと思ったことやこうす

ればよかったと思ったことは？」という振

り返りに対して，自分なりに思ったことを

表現し記入することができていた。 
書くことが苦手な B 児に関しても，いつ

もは未記入で終わってしまうことが大半

だが，自分で体験したことをもとに次回に

生かそうという内容が感じられる記入が

見られた。 
 
 
 
 
また，ファイルを上書きして入力を続け

ることによって，それまでの振り返りに目

を通す機会も増えた。それによって，前時

の学習内容や重要項目の確認，知識の定着

などを図ることができていた。 
 
 
 
 
 
 

 
５ 結果と考察 

(1) 視点１について 
   サイバースペースを利用して情報を集約

し，さらに，集約された情報をサイバースペ

ースを通して収集することによって，積極的

なやり取りと時間の短縮につながった。これ

によって十分な考察時間の確保が図られ，学

びにつながっていくものと考えられる。また，

今後さまざまな授業で取り入れることによ

って，より効率化が図られていくと考えてい

る。 

   しかし，「意見交換」という点で課題が残

る。「意見交換」ということは「相互的な情

報のやり取り」である必要があり，それが「対

話的な学び」につながる。今回の方法では，

情報を集約する際に同時並行でのデータ更

新ができなかったため，入力されたデータを

一方的に取り入れて考えるという「一方向の

みの流れ」になってしまった。データがリア

ルタイムで更新され，「双方向で」学習が進

むような学習用ツールを取り入れることが

できれば，より効果的に学びにつなげること

ができるのではないかと考えている。 
(2) 視点２について 

   単元や授業の振り返りをサーバ上のファ

イルにデータとして入力できるようにした

ことで，生徒側としては以前に比べ記入率が

各段に上がり毎回ほぼ 100％であった。これ

は，ICT 機器を使用することへの積極性があ

らわれたものであると考えている。ICT を用

いての記入・記録は，手書きをしたり言葉で

伝えたりする表現が苦手な生徒にも確実に

有効な方法である。また，振り返りを見返し

ながら前時の学習内容や重要項目を確認す

るようすが新たに見られるようになった。こ

れは，手書きに比べて体裁や文字が整ってい

ることで理解しやすいことや紙のように紛

失の恐れがなく手軽であることが要因であ

ると思われる。 
   また，教員側としてもデータとして校内サ

ーバに残っているため，生徒の変容を確認し

やすく評価しやすい。 
(3) 今後の課題 

 ・ 今回の研究の目的としている汎用性の高い

研究内容にするために，それに合った学習用

ツールの精選を有料コンテンツも含めて検

討していく。 
 ・ 効果的に学習用ツールを使うには，基本的

な操作等が身に付いていることが大前提で

ある。カリキュラムの中に組み込むなどして

年度の初めから計画的に土台作りを進めた

上で学びにつながるような授業を展開でき

るようにしていくことが必要である。 


